
Vol.246
R5.12
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基幹原子力災害拠点病院

長浜赤十字病院 地域医療連携課
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Our world.Your move. 

初冬の候､貴院におかれましてはますますご清栄のことと存じます。

平素より当院の地域連携に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

長浜赤十字病院ではクリニック・診療所の医師、看護師、理学療法士等の医療従事者だけでなく、事務

職など普段医療に関わることが少ない職員様に向けて心肺蘇生法などの出前講習を行っています。

出前講習の目的は、万が一患者さんが目の前で倒れられた際に、どのように動けばいち早く対応ができ

るかということについて職員全員で考える機会を設けることです。当院医師・研修医・看護師・薬剤師等

が中心となって正しい胸骨圧迫法や人工呼吸の方法などを指導させていただきます。また、実際に患者さ

んが目の前で倒れられたと仮定し、急変時対応の難しさや重要性について体験し、当院スタッフと一緒に

考えていただくことができます。

先日、出前講習をさせていただいた堤整形外科様では、まず一般的な心肺蘇生やAEDの使用方法の実習

をしていただきました。次に併設しているジム利用者が転倒した際やクリニック受付にて患者さんの意識

がなくなった際の対応など、いくつかのシナリオを想定し、実際に体験していただきました。シナリオ実

施後にはその際の映像をプロジェクターに投影しながら、職員全員で振り返りを行いました。振り返りで

は発見者は誰か、発見者はその後どのような動きをしたか、心肺蘇生を行うまでにどれくらいの時間がか

かったかなどを確認し、動き方は本当に良かったのか、どう動けばよいのかなどを話し合いました。職員

様からも様々な意見が挙がり、とても有意義な時間となりました。

当院スタッフとしても、教えることで改めて知識や技術の再確認ができ、また地域の開業医様との関わ

りを持てる貴重な機会となっています。それぞれの医療機関のニーズに合うようご相談させていただいた

上で、研修内容やシナリオの作成をさせていただきますので、当院まで気軽に申し込みいただければと思

います。

湖北地域のクリニックで心肺蘇生法出前講習を行いました

研修医2年目 田中 元貴・研修医1年目 田中 涼太郎



　　

昨年行われた第58回日本赤十字社医学会総会において、医療社会事業課の橋本拓磨社会福祉士の演題

「長浜赤十字病院CPTにおける行政機関との連携の意義」が優秀演題を受賞しました。表彰は先日開催

された第59回の同学会で行われました。

橋本社会福祉士よりコメント

「この度は、栄誉ある優秀演題を頂戴し、至極光栄に思います。この栄誉は私ひとりの力ではなく、

関係機関の皆様や当院職員の皆様からのご指導、支えてくれた児童虐待防止チーム(以下CPT)メンバー

のおかげだと思っております。

児童虐待は家庭内においてエスカレートしていく傾向があります。様

々な悩みを抱えた家庭に対して、その家庭ごとに様々なかたちで支援す

ることによって児童虐待への進行を予防することが肝要と考えられます。

CPTは多くの関係機関の皆様と連携を取りながら該当事例に対して、

虐待発生を予防することを目標にしています。皆様のお困りの事例など

がある場合にはご相談いただければと存じます。今後ともご指導ご鞭撻

の程よろしくお願い申し上げます。」

ー 新任医師のお知らせ ー

産婦人科 近松 勇門（ちかまつ はやと）

よろしくお願いします

－年末年始休診のお知らせ－

年末年始休診日 12/29(金)～1/3(水)

※緊急時は、救命救急センターへご紹介ください。

TEL：63-2111(代) FAX：62-6134

なお、FAXによる1/4(木)以降の診察・検査依頼

は可能ですので、引き続きご利用お願いします。

返信につきましては1/4(木)以降となります。

ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いします。

第５８回日本赤十字社医学会総会で優秀演題に選ばれました

リレー・フォー・ライフは、がん患者さんやそのご家族を支援し、地域全体でがんと向き合い、がん

制圧をめざすチャリティー活動です。

当院では、ルミナリエ募金とセルフウォークリレーで参加しました。ルミナリエ募金は、がん患者さ

ん・家族さん、医療者へのメッセージを記載したルミナリエバッグをルミナリエセレモニーにて、点灯

して頂きました。セルフウォークリレーの寄付金は、日本対がん協会

が運営する『がん相談ホットライン』の支援に使われます。当院から

は34人が参加し、1ヶ月の期間中に8,060,894歩歩き、約115人の

相談を支援することができました。

リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2023 滋賀医科大学

2023年10月14日（土）～15日（日）に参加しました

ルミナリエバッグ

がん診療支援室 富永 治美


